
 
84

（４）事業共催 

ア 事業共催の実施例（「可愛（かわいい）彩の国さいたま中国映画祭 ２００６」の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事業担当課 

  総合政策部 文化振興課 

 

◆開催の目的 

  中国文化を「映像」の世界を通じて県民に紹介することにより、本県文化の振興に

役立てるとともに、中国との国際文化交流を推進する。 

 

◆主催 

 彩の国さいたま中国映画祭実行委員会 

 ・構成団体 

  ＊埼玉県 

＊ＮＰＯ法人埼玉映画ネットワーク 

＊財団法人埼玉芸術文化振興財団 
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ＮＰＯ 

（ＮＰＯ法人埼玉映画ネットワーク） 

埼玉県 

（文化振興課） 
財団法人 埼玉県芸術文化振興財団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彩 の 国 さ い た ま 中 国 映 画 祭 実 行 委 員 会 設 置

彩 の 国 さ い た ま 中 国 映 画 祭 実 行 委 員 会 規 約 の 策 定

実 行 委 員 会 に 開 催 （ 役 割 分 担 等 の 確 認 ）

◆映画上映の際の機材 

の手配・準備、上映作業 

◆チケット販売 

◆フィルム配給会社との交渉及

び作品レンタルの手配（県が

担当するものを除く） 

◆団体のもつネットワーク等 

への広報活動 

◆広報（彩の国だより、ホーム

ページ等） 

◆チラシ、ポスター、プログラ

ムの作成等 

◆フィルム配給会社との交渉及

び作品レンタルの手配（ＮＰ

Ｏが担当するものを除く） 

◆上 映 作 品 の 選 定 （ Ｎ Ｐ Ｏ と 共 同 で ） 

◆実 行 委 員 会 の 予 算 管 理 

◆チ ケ ッ ト の 販 売 、 売 上 の 管 理 

◆中国大使館や教育委員会等へ

の後援依頼 

◆会場の手配（彩の国 

さいたま芸術劇場、埼玉会

館） 

◆「チケットぴあ」への販売委

託手続き、各会場での販売 

◆会場の無料提供 

◆財団広報誌等での広報 

彩 の 国 さ い た ま 中 国 映 画 祭 の 開 催

実 行 委 員 会 の 開 催 （ 決 算 報 告 等 ）

留 意 点 

 

◆事業の企画段階から３者で十分に話し合って検討を進め、事業の目的や役割分担、責任

の所在等を明確にします。 

 

◆対等な立場での事業共催という位置付けを３者で確認します。どこかが単独で事業を進

めたり、役割分担が偏ったり、依存しないようにします。 
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イ 後援の承認例（「ＮＰＯフォーラムぜ～んぶ埼玉事業」への承認例） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆後援を依頼した団体 

  ＮＰＯ法人 さいたまＮＰＯセンター 

 

◆後援承認課 

  ＮＰＯ活動推進課 

 

◆開催の目的 

  県民や、市民団体、企業、学校、行政など幅広い方々に参加を願い、市民主体のこ

れからの地域づくりに向けて、参加者が抱えている問題や課題を率直に出し合い、交

流する。これにより、これからの課題解決のあり方や、今後、それぞれがどんな役割

を果たすことができるのかを考えるため。 

 

◆県の後援を依頼した理由 

  後援を受けることにより、埼玉県内の様々な組織（市民団体、行政機関、大学、企

業など）への広報がしやすくなり、企画への協力・参加意識が高まると考えたため。

 

◆主な内容 

 ・展示・イベント（１０：００～１６：００） 

   県内の市民団体、大学、企業、労働組合などの活動の紹介、飲食物の販売、パフ

ォーマンスの実演など 

 ・分科会（１３：３０～１６：３０） 

  ＊「これからの社会のかたち・しくみを考える」 

  ＊「地域で人と人の豊かなつながりをどう育むか」 

  ＊「個の思いをカタチに、そして行動に」 

 

◆参加対象者 

  埼玉県民（ＮＰＯに興味のある県民、市民団体、学校、企業、行政などに関わりのある方）  

 

◆参加料 

資料代として５００円 

 

◆県以外の後援・共催団体など 

 ・共同開催 

さいたま市 

 ・内容 

  さいたま市市民活動推進シンポジウム 

 ・県以外の後援 

  県内新聞社など 
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担当課 

（ＮＰＯ活動推進課） 

ＮＰＯ 

（ＮＰＯ法人 さいたまＮＰＯセンター）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審 査

後 援 申 請 依 頼

必 要 書 類 の 準 備

◆事業実績報告書 

◆行事に関する収支報告書 

◆開催要領 

◆パンフレット等実施状況が分かる書類

◆埼玉県の後援等に係る承認申請書 

◆定款、寄付行為、会則等その団体の概要を

示す書類 

◆役員及び事業関係者の名簿 

◆事業計画書等行事の目的、内容等が詳細に

分かる書類 

◆行事の係る収支予算書 

◆その他参考となる資料 

内 容 を 確 認

◆「埼玉県の後援等に係る承認申請書」

と「埼玉県の後援及び共催に関する事

務処理要領」を依頼団体あてに送付す

る。 

※ここでは、明らかに行事の内容が埼

玉県の後援及び共催に関わる事務

処理要領に合致していなければ理

由を示して不承認とする。 

不承認 承認 

埼玉県の後

援等に係る

不承認通知

書発送 

埼玉県の後

援等に係る

承認通知書

発送 

事 業 実 施

実 績 報 告 書 等 の 提 出
実 績 報 告 書 等 の 確 認

後 援 等 承 認 管 理 簿 に 記 録

毎年度６０日以内に「埼玉県の後援等に

係る承認報告書」に後援等承認管理簿を

添えて総務部長に報告する。 

担当課は事業の見学に出向く。 




